
１ 学校名 大洗町立第一中学校

２ 研究テーマ
スクールサポーター人材バンクの構築
～単発的なものから恒常的な活用を目指して～

３ 研究実践の主な分野

学力向上 心の教育 環境整備 安全指導 その他（具体的に）

○ ◎ ○ ○

◎特に重点とする項目， ○取り扱う項目， △場合によっては取り扱う項目

４ 活用内容について

活用場面 活 用 人 材 支 援 内 容

書写の授業 地域ボランティア １年生の書写の授業の支援

合唱の指導 高校教諭 合唱コンクールの審査及び指導

理科の授業 サイクル機構職員 エネルギー関係の授業支援

総合的な学習 水産加工事業所 １年生の職場体験学習の支援

部活動の指導 地域ボランティア 早朝・土日・放課後など各部活動の指導を支援
バスケット
サッカー
柔道
体操

防犯パトロール 保護者や地域の方 保護者や地域の方に「防犯パトロール中」のカードを
車の中に提示していただき，生徒の校外での安全確保
にご協力いただいている

５ 行政機関の活用について

（１）協力行政機関名
○ 茨城県立友部病院
○ いばらき思春期保健協会
○ 核燃料サイクル開発機構
○ 日本原子力研究所
○ 大洗町教育委員会

（２）活用内容

○ 茨城県立中央病院 「天貝 賢二先生」
「喫煙防止教室」講師として活用

○ いばらき思春期保健協会 「井川三千子先生」
「性教育講演会」講師として活用

○ 核燃料サイクル開発機構
「理科授業（エネルギー 」の支援者として活用）

○ 原研大洗研究所
「２年生施設訪問」

○ 大洗町教育委員会 「学校教育課 技師 谷田部 万代先生」
「学級活動」のゲストティーチャーとして活用



６ 実践研究内容例

７月１５日（金） 内容： １年生及び保護者を対象とした喫煙防止教育講演会

対 象 人 数 場 所 講 師 等

１年生 １年生 １０９人 一中体育館 県立中央病院
保護者 保護者 ７５人 天 貝 賢 二 先生

今年も１年生及び１年生保護者を対象とした「喫煙防止教育講演会」を実施した。
「たばこ」はやさしく聞こえ「タバコ」はこわい感じがする。テレビのコマーシャルなどでも
やさしいイメージで紹介されているが，タバコが体に悪いことは事実であるということを生徒の
レベルで分かりやすく説明していただいた。また，総合的な学習でも，喫煙による体の害につい
て調べたところなので，生徒たちは，自分たちが調べたことの根拠となるような話の内容に興味
深く聞き入っていたようである。

１１月 ８日 木 内容：職場体験学習（町内の１６の水産加工場）（ ）

対 象 人 数 場 所 講 師 等

１年生 １年生 １０９人 各水産加工場 １６の事業所の関係者
（ ）水産加工場 １６の事業所

１年生の総合的な学習の時間に例年行っている。町内１６の水産加工事業所にご協力をいただ
き，地場産業である水産加工体験を通し，郷土理解・仕事に対する理解・進路に関する意識の高
揚などをねらっている。
実際の体験活動を通す中で，仕事の厳しさや人の優しさにふれるなど多くのことを学ぶことが
できた。




